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１．はじめに 
耐候性鋼 SMA490W を使用した T 橋について，うろこ状の浮き錆が生じている下フランジに貼り付けた

ワッペン試験片を 1年経過時点で 3枚回収し腐食減耗量を測定した．また，目視による 5段階の外観評価と
接写写真の撮影を行うとともに，kett 社製電磁式膜厚計(LE-900J)を使用して各部位ごとに浮き錆厚を測定
した．さらに，浮き錆を 50mm幅のセロファンテープに付着させて回収し浮き錆の粒径分布を考察した． 
２．ワッペン試験片による腐食減耗量 
 T橋下フランジ下面に貼り付けたワッペン試験片 3枚 
を 1年経過時点で回収した直後の様子を写真‐1に示す． 
鋼 3径間連続鋼床版箱桁の T橋は架橋から約 10年を 

経過し，下流側の下フランジ下面には，うろこ状の浮き 
錆が橋軸方向に連続的に生じている．海岸線からの平坦 
な地形環境に起因すると考えられ，試験片の腐食減耗量 
を 1･3･5･7･10年の各経過時点で測定し 100年後の腐食 
減耗量を予測することとした． 
  錆除去(鉄連法，中山ら，2004)後の試験片重量減から 

写真‐1 ワッペン試験片 3枚回収時 
(T橋下フランジ下面 離岸距離 4.6km) 

算出した腐食減耗量を図‐1に示す．図中の上側の実線 
は，外観評点 3で 100年後に 0.5mm程度の腐食減耗量 
を予測した腐食予測曲線1)である．1年経過後の腐食減 
耗量(0.018mm)は予測曲線の範囲内にあり，初期錆を形成している段階と考えられる． 
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図‐1 JIS耐候性鋼の腐食予測曲線1)
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３．浮き錆厚および浮き錆粒径分布 
 図‐2に下フランジ下面の浮き錆厚測定 
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図‐2 下フランジ下面の浮き錆厚測定結果 (μm) 

 

結果を示す．粒子の大きい浮き錆は強風で 
落下することや，架橋後約 10年を経過し 
ていることから，下流側の測定値は，ほぼ 
同様な値で推移していくと予想される． 
 図‐3と図‐4に浮き錆の粒径分布を示 
す．セロファンテープに付着した個々の浮 
き錆の粒子面積を算出し，等価な円の直径 
を錆の粒径とみなしている．うろこ状の浮 
き錆が生じている下流側(外観評点 2)では， 
粒径 5mm以上の錆粒子が浮き錆面積全体 
の 8割以上を占めた．上流側と中央部(外観 
評点 3)では 1mm～5mmの粒径が約 6割を占めているが，5mm以上の錆粒子も約 4割弱を占めた． 
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図‐3 (a) 浮き錆粒子面積累積曲線(H19.5.20)       図‐3 (b)  下フランジ下面(H19.5.20) 
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図‐4 (a) 浮き錆粒子面積累積曲線(H19.1 
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